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今
後
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、次

の
方
法
に
よ
り
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
　
受
給
者
の
方
に
は
、毎
年
９
月
に
更
新
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、９
月
１
日
に
お
け
る
受
給
資
格
の
確

認
を
行
う
た
め
の
も
の
で
、申
請
書
の
提
出
が
な
い

と
、引
き
続
き
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、必
ず
期
限
内
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
納
め
た
期
間（
免
除

期
間
を
含
む
）が
25
年
以
上
あ
る
夫
が
、年
金
を
受
け
取
る

こ
と
な
く
死
亡
し
た
と
き
、10
年
以
上
婚
姻
関
係
の
あ
っ
た

妻
に
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。 

﹇
提
出
期
間
﹈ 

﹇
提
出
場
所
﹈ 

�
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
資
格
更
新
申
請
書 

�
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
対
象
児
童
の
も
の
） 

�
現
在
使
用
中
の
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証 

�
印
鑑（
認
印
） 

﹇
申
請
に
必
要
な
も
の
﹈ 

９
月
１
日（
月
）〜
９
月
３０
日（
火
） 

  

平
成
２０
年
１
月
１
日
に
四
万
十
町
に
在
住
し
て

い
な
か
っ
た
方
は
、必
ず
平
成
２０
年
１
月
１
日
の

住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る
平
成
２０

年
度（
平
成
１９
年
分
）の
民
税
課
税
証
明
書
で

所
得
が
分
か
る
も

の
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。 

※ 

①
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
に
よ
る
納
付 

②
口
座
振
替
に
よ
る
納
付 

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付 

④
電
子
納
付（
Ｐ
ａ
ｙ
―
ｅ
ａ
ｓ
ｙ
）が
利
用
で
き
ま
す
。 

国
民
年
金
に
は
独
自
給
付
が
あ
り
ま
す
。
 

●
寡
婦
年
金
 

　
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
3
年
以
上（
一
部
納

付
を
し
た
期
間
の
月
数
は
、一
部
納
付
の
割
合
に
よ
っ
て
計
算
）

納
め
た
人
が
、年
金
を
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た
時
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
 

●
死
亡
一
時
金
 

 　
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
期
間
が
6
ヶ
月
以
上
あ
り
、老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
の
な
い
短
期
在
留
の
外
国
人
に
は
、

被
保
険
者
資
格
を
喪
失
し
て
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な

く
な
っ
た
日
か
ら
2
年
以
内
に
請
求
を
行
え
ば
脱
退
一
時
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

●
短
期
残
留
外
国
人
の
脱
退
一
時
金
 

 　
定
額
の
保
険
料
に
、月
額
４
０
０
円
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る

と
、将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ

れ
ま
す
。 

●
付
加
年
金
 

 

本
庁
　
町
民
環
境
課 

大
正
・
十
和
総
合
支
所
　
町
民
生
活
課 

各
乳
幼
児
医
療
担
当
ま
で 

 

平
成
２０
年
度
 

 

平
成
20
年
5
月
か
ら
、
原
則
と
し
て
社
会
保
険 

事
務
所
の
窓
口
で
国
民
年
金
保
険
料
の
現
金 

領
収
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 
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